
科 目 名 課題研究 単 位 数 ３単位 

対 象 生 徒  ２・３年生 担当教員数 ５名 

 

３．実施科目等 

１．商 品 名 等 

商品名 緑峰産地りんご飴 

商品写真(イメージ等) 商品説明(コンセプト等) 

  生産技術科との農商連携事業を推

進する中で、農産物を原料として、

何か新しい食品を作れないか。 

遠野銘菓「ぶどう飴」に着目した

生徒が「緑峰物語りんごジュース」

を原料とした菓子を考案しました。 

包装紙とリーフレットを添えて、

一袋４個入の商品ができました。 

固めのグミのような特徴のある食

感のお菓子です。透き通った肌色の

美しさと、爽やかなりんごの風味を

お楽しみいただける一品です。 

 

岩手県 

２．学 校 紹 介 

 学 校 名 岩手県立遠野緑峰高等学校 電 話 ０１９８－６２－２８２７ 

住 所 岩手県松崎町白岩２１－１４－１ F A X ０１９８－６２－２８２８ 

担 当 者 髙 橋 俊 也 小 林 正 剛 佐々木 多香子 

U R L http://www2.iwate-ed.jp/ryo-h/ 

E - m a i l Ptf1-kobayashi-masataka@iwate-ed.jp 

昭和 23年開校 創立 75周年 

生産技術科１学級 情報処理科１学級 

生徒数 116名 校長 髙橋 堅 

平成 25年度全国高等学校珠算・電卓競技大会電卓部門団体総合競技佳良賞 

同個人総合競技第２位 

平成 29年度文部科学大臣賞優秀教職員表彰 

令和４年第 73回日本学校農業クラブ連盟全国大会プロジェクト発表会 

分野Ⅲ類 最優秀賞並びに文部科学大臣賞 

 

４．予算関係(費用) 

 チャレンジショップ緑屋会計 



 

 

９．今後の課題・展望等 

りんごジュースの生産量が希少である反面、りんご飴生産には大量を要することから、生産技術

科との連絡調整と原料確保が課題です。 

市当局による遠野産品ブラッシュアップ事業として、まつだ松林堂ではりんご飴をふるさと納税

返礼品に登録申請しています。情報処理科では、令和３年度からすでに、りんごジュースとエゴマ

油を同様に返礼品登録していることから、まつだ松林堂と共同でこれをおこないます。 

８．商標登録の有無 

○無  

 

 

生産技術科との農商連携事業を推進する中で、令和３年度卒業生が、農産物を原料とした食品の開

発を手掛け、遠野銘菓「ぶどう飴」を模して、りんごが原料に含まれる菓子を考案しました。 

かねてより、本校の農産物を利用した新商品を模索していた「元祖明がらす本舗まつだ松林堂」の

思惑が偶然にも一致して、同店に「緑峰物語りんごジュース」を大量に卸し、令和３年末より試作品

の製造に着手しました。 

令和４年度卒業生は、包装紙とリーフレットをデザインし、実際の産業現場である「遠野美装」に

おいて製作しました。 

まつだ松林堂による７度にわたる試作品の末、令和４年 10 月に一応の製品化が叶いました。 

令和４年度２年生は、まつだ松林堂を訪問し、また、同店より講師を招聘し、一袋一袋、手作業に

よる包装加工について研修を積みました。 

ついに１袋４個入りの商品化が実現しました。３年がかりの商品開発でした。 

令和４年 10 月に、「道の駅 遠野 風の丘」、「遠野ショッピングセンター とぴあ」および学校祭

「緑峰祭」において「チャレンジショップ緑屋」として販売しました。 

開発の経緯や実際の販売の様子が、地元紙「岩手日報」とＣＡＴＶ「遠野テレビ」に大きく取り上

げられました。 

都合５日間のみの販売でしたが、商品は好評を博し、その後も直接まつだ松林堂へ買い求める客が

あったほどです。 

５．開発経緯等 

７．協力者等 

○有  

元祖明がらす本舗 まつだ松林堂 

遠野美装 

株式会社 遠野ふるさと商社 

協同組合 遠野商業開発 

 

６．販売形態・期間 

○有  

チャレンジショップ 

10 月 11 日（水）から 13 日（金） 

10 月 28 日（土）から 29 日（日） 

 


